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  The following tables show statistics on the patients, diseases, and main operations 

in our department during the period of January to December, 1962.

1緒 言

我々は昭和30年 度 より昭和36年 度 までの過去

7年 間の教室 におけ る泌尿器科疾患の統 計的観

察につ いて,そ の年次的推移を3回 にわたつ て

報告 した・)2)3}さ らに引続いて昭和37年 度にお

ける外来及 び入院患者 に対 して,そ の月別・年

令別,性 別,疾 患 別頻 度,手 術術式及 び麻酔方

法等について統計 的観察を行 つたので,前 年 度

と比較検討する と共 に,そ の年次的推移を知 る

資料として報告す る.

資料の取扱 につ いては,前 報1)2)と 同 様の分

類法 に準 じて観察 した.

丑.患 者 総 数

37年度の外来患者総数は1285例 で,前 年度の973例

に比べ かなりの増加を示して いる,(当 科において

は,前 年度より引き続き外来に通院した患者は,本 年

度の統計に収録したので,実 数は多少前年度のものと

重複する).

その内訳は,男 子873例,女 子412例 で,そ の受診の

月別頻度はTable1の 如 くである.こ れをグラフに

示せば,Fig.1の 如 くで,前 年度と異なり8月 にピ

ークを示している.

入院患者総数は281例 で,前 年度の219例に比べ,こ
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Table1.MomthlyNumberofOutpatients Table2.MomthlyNumberofInpatients

MaleFemale Total MaleFemale Total

January

February

March

April

May

June

July

August

September

October

November

December

99

74

ア5

57

81

65

81

89

ア1

70

53

58

4ア

33

26

42

42

36

46

50

23

25

23

19

146

107

lOl

99

123

101

127

139

94

95

76

77

January

February

March

April

May

June

July

August

September

October

November

December

28

18

18

17

21

14

29

23

13

18

15

14

1

3

4

3

8

2

8

9

3

4

5

3

29

21

22

20

29

16

37

32

16

22

20

17

Total 873 412 1285 TotaI 228 53 281

Fig.1.
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れも増加を示している.入 院患者の月別頻度はTable

2の 如 くである.も ちろん,こ れは各月の新入院患者

数であ り,前 月より引続き入院中のものを加えると実

数はさらに増加する.前 年度と比較するために,こ れ

をグラフ(Fig,2)に 示 した.入 院患者数も前年度と

異なり,7月,8月 に ピークを示し,一 般に増加して

いるが,6月,9月,10月 は 前年度 より減少 してい

る.

外来及び入院患者の年令別,性 別頻度はTable3

に示す如く,前 年度と同様に男女共に20才,30才 代が

圧倒的に多い.男 女比は外来患者で2:1,入 院患者

で41と 男子に多い.
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I

Age

Outpatients Inpatients

MaleFemaleTotal MaIeFemaleTotal
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AgeandSex疾 患は前年度よりも僅かに低率となつている
.す なわ

ち,性 的疾患は前年度の97例 に対して173例 で約2倍

となり,顕 著な増加を示していることは,当 教室の特

0-10

11-20

21-30

31-40

41-50

51-60

61-70

71-80

81一

75

85

272

216

74

57

55

34

5

23

34

105

70

78

56

32

11

3

98

119

377

286

152

113

87

45

8

11

30

59

47

26

21

17

16

1

0

9

10

10

IO

5

11

39

69

57

36

26

23

19

徴として注目すべき点である.

以下,主 要疾患別に略述する.

1)性 病(非 淋菌性尿道炎を含む)

Table5に 示す如く,本 年度総数は82例 で.前 年

度と略々同数であり,非 淋菌性尿道炎,急 性淋菌性尿

Table5.VeneralDiseases

No.ofCases

6

3

O 1

Total8734121285228 5328工

皿.外 来 患 者

外来患者の主要疾患別頻度はTable4に 示す通り

である.主 要疾患別に患者数を前年度と比較すると,

AcuteGonorrhealUrethritis

ChronicGonorrhealUrethritis

Non-GonorrhealUre[hritis

PostgonorrhealUrethralStricture

HardChallcre

Miscellaneous

Tota!

2()

12

25

14

4

7

82

Table4.MainDiseasesofOutpatients

No.ofCases

VeneralDiseases82(6.2%)

UrogenitalTuberculosis61(4.6%)

Urolithiasis199(15.0%)

UrogenitalTumorsl21(9,1%)

SexualDiseases(GonadalDisorders)173(13.1%)

OtherDiseases

{i灘懸撲i}
NoParticularUrologicalFindings

640(48,3%)

道炎の順に多く,こ の両者が性病の過半数を占めてい

る.ま た,前 年度同様に硬性下后4例 を経験したこと

は,顕 性梅毒の増加が報告されて来ている現在とくに

注目すべき点である.

2)尿 路性器結核症

Table6に 示す如く,本 年度総数は61例 で,前 年

度の66例 より僅かに減少 している.こ のうち,約 半

数は術後の定期的受診者である.臓 器別には腎,膀 胱

結核が29例,副 睾丸結核が21例,前 立腺及び精轟腺結

核がそれぞれ2例 で,尿 路結核と性器結核とは略々同

数である.

Table6.UrogenitalTuberculosis

No.

Tbc,oftheKidneyandBladder

Tbc.oftheEpididymis

Tbc.oftheProstate

Tbc.oftheSeminalVesicles

SuspiciousGenitalTbc.

ofCases

48(3,7%)

Total 1324

性病,尿 路性器結核症,尿 路性器腫瘍等では僅かの減

少を認めるが,一 方,尿 路結石症,性 的疾患,そ の他

の疾患等では増加している.ま た,主 要疾患別頻度を

その百分率について観察すると,性 的疾患のみが前年

度の8.2%よ りも高率で13.1%と な り,他 のすべての

29

21

2

2

7

Total 61
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3)尿 路結石症

Table7に 示す 如く,精 路結石をも含めて 患者総

数は199例 で,前 年度の183例 よりやや増加し,逐 年増

Table8.UrogenitalTumors

No.ofCases

Table7.Urolithiasis

No.ofCases

RenalTumor

UreteralTumor

VesicalTumor

AdrenalTumor

ProstaticHypertrophy

ProstaticCancer

TesticularTurnor

PenileCancer

UrethralCaruncle

UrethralPolyp

CondylomaAcuminatum

RetroperitonealTumor

6

1

18

RenalCalculi

UreteralCalculi

VesicalCalculi

UrethralCalculi

SpontaneousExpulsionofCalculi

ProstaticCalculi

CalculusoftheEjaculatoryDuct

So・calledFalseCalculi

42

87

17

3

19

3

1

28

2

67

5

5

2

5

3

5

Total 99

2

加の傾向を示している.こ のうち,上 部尿路結石症は

129例 で,その過半数以上を占めており,下 部尿路結石

症は20例 で上部尿路結石症の約1/6で ある.こ れらの

尿路結石症中19例 に結石の自然排泄を認めた,精 路結

石症としては,前 立腺結石3例,射 精管結石1例 を認

めた.

表中,So-calledFa】seCalculiと は,臨 床的に結

石性瘤痛発作,血 尿(検 鏡)等 の結石様症状を呈する

も,レ 線上結石陰影を証明しないものを包括した.な

お,膀 胱結石中2例 は異物結石であつた.

Total 121

Table9.SexualDiseases

No.ofCases

4)尿 路性器腫瘍(前 立腺肥大症を含む)

Table8に 示す如 く,患 者総数は121例 で,そ のう

ち前立腺肥大症が67例 で最も多 く,そ の過半数を占め

てお り,前 年度の47例 の約1.4倍 の増 加を示してい

る.こ れらの腫瘍のうち約1/3は,す なわち,腎,尿

管,膀 胱,前 立腺,睾 丸,陰 茎等に発生したものはす

べて悪性腫瘍である.尿 路以外の腫瘍としては副腎腫

瘍及び後腹膜腫瘍がそれぞれ2例 みられた.

5)1性 的疾患

この性的疾患には,Table9に 示す如く,男 性不

妊症,性 腺の発育異常,機 能障碍,器 質的変化,内 分

泌障碍等による疾患を包括した.

患者総数は174例 で,前 年度の97例 に比べて約2倍

の増加を示し,本 年度の統計上でもこの性的疾患の増

加が最も顕著であつたことは,外 来患者の項で述べた

通りである,

MaleSterility

Intersex

MaleHypogonadism

Kleinefelter'sSyndrome(3)

HypergonadotropicEunuchoidism(2)

HypogonadoropicEunuchoidism(1)

OthersEunuchoidism(4)

AdreongenitalSyndrome

Cushing●sSyndrome

FunctionalSexualDisorder

SexualNeurosis(8)

Impotence(7)

Prospermia(3)

Gynecomastia

Vasectomy

Miscellaneous

112

2

1〔り

1

1

18

3

23

4

Total 1ア4
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この うち,男 性不妊症が112例 で,そ の大部分を占

み,前 年度50例 の2倍 以上の増加を示したことは注目

に値する.こ れらの多 くは他の病院或は医師からの紹

介によるものであり,年 々増加の傾向を辿つているこ

Table11.OtherD五seasesoftheLower

UrinaryTract

No,ofCases

とは興味ある点である.

半陰陽,男 子性腺発育不全症或は異常等は前年度と

略々同様の頻度である.ま た,男 子性(的 機能)障 碍

も前年度の7例 に比べ約2倍 以上の増加を示し,そ の

主なものは性的神経症,陰 萎症,早 漏等である,

6)そ の他の疾患

その他の疾患(OtherDiseases)を,上 部尿路疾

患,下 部尿路疾患,性 器疾患の3つ に分類し,そ れぞ

れTable10,11,12に そ の主なものを示した.

その他の上部尿路疾患では,腎 孟炎及び腎孟腎炎,

腎炎,特発性腎出血,腎下垂症等が前年度同様に主なも

のであるが,な かでも特発性腎出血は前年度の5例 に

比べ,約4倍 以上の増加を 示している点が注目され

Table10.OtherDiseasesoftheUpper

UrinaryTract

No.ofCases

PyelitisandPyelonephritis

Nephritis

Nephrosis

PyonephrOsis

Hydronephrosis

EssentialRenalHematuria

Nephroptosis

RenalHypertension

Pyelo・cystitis

InjuriesoftheKidney

CongenitalSolitaryKidney

HoreshoeKidney

PolycysticKidney

DoublePelvisandDoubleUreter

Chyluria

Crystalluria

PostrenalAnuria

UreteralStricture

21

13

1

5

11

23

30

2

8

3

1

2

2

AcuteCystitis

ChronicCystitis

HemorrhagicCystitis

Trigonitis

InterstitialCystitis

TrigonalAnomaly

IrritableBladder

CordBladder

VesicalDiverticulum

ForeignBodiesintheBladder

VesicorectalFistula

PrevesicalAbscess

IncontinenceofUrine

Urethritis

PosttraumaticUrethralStricture

PeriurethralAbscess

InjuriesoftheUrethra

UrethralBleeding

NocturnalEnuresis

103

44

31

29

2ノ

)

}

209

19

33

4

4

3

1

1

7

3

8

3

4

2

4

Total 302

Table12. OtherDiseasesoftheGenital

Tract

No.ofCases

]

2

2

1

Total

5

134

Prostatitis

ProstaticAbscess

SeminalVesiculitis

AbnormalDi玉atationoftheSeminal

Vesicles

AbnormalDilatationoftheEjaculatory
Ducts

RetrogradeEjaculation

Spermatorrhea

Hematospermla

Hydrocele

Varicocele

68

2

婆

1

1

1

1

8

12

5
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Spermatocele

TorsionoftheSpermaticCord

CongenitalAbscenceoftheVasDeferens

AcuteOrchitis

RetentioTestis

AtrophyoftheTestis

InjuriesoftheTestis

AcuteEpididymitis

InjuriesofthePenis

Balanoposthitis

Phimosis

Micropenis

Hypospadia

Vulvo-vaginitis

3 Table13:MainDiseasesofInpatients

3 No.ofCases

2

1

18

3

5

8

1

23

23

1

2

VeneralDiseases

UrogenitalTuberculosis

Urolithiasis

UrogenitalTumors

SexualDiseases

OtherDiseases

〆oftheUpPerUdnaryTract∫
59(17.2%)

「oftheLowerUrinaryTract

l,…一 　 蝶:1::1髪:/
Miscellaneous

7(2,0%)

27(7.9%)

65(19.1%)

44(12.9%)

35(10.2%)

148(43.2%)

16(4.7%)

5
Total 342

Total 201

る.

その他の下部尿路疾患では,各 種の膀胱炎が209例

で,全 体の約2/3を 占め,こ れに次いで,膀 胱過敏

症,膀 胱三角部異常症等の順に多 く,前 年度と同様の

傾向を示している.表 中,尿 道炎は小児のもので,成

人の尿道炎はすべて性病の項に包括した,

その他の性器疾患では,患 者総数201例 中前立腺炎

が68例 で圧倒的に多く,こ れに次いで,亀 頭包皮炎,

包茎,停留睾丸,陰嚢水腫等が多い.こ れらは前年度と

同様の傾向を示している.こ のうち,停 留睾丸は前年

度の4例 の約4倍 に増加しているが,血 精液症8例 は

前年度の15例 の約半数に減少している.そ の他,精 液

逆流症,精 液漏,精 索捻転症,精 管欠如症,尿 道下裂

等の稀有症の増加が注目される.

VI.入 院 患 者

も低率となつている.こ とに尿路性器結核症は前年度

の40例(16.9%)に 比 し,本 年度は27例(7.9%)と

著明な減少を示している.

性的疾患は主として男性不妊症,種 々の性腺発育不

Table14.(a) OtherDiseasesofthe

UpPerUrinaryTract

No.ofCases

Pyelitis

Pyonephrosis

Hydronephrosis

Nephroptosis

EssentialRenalHematuria

Injuriesofthekidney

Others

17

5

7

7

11

3

9

Total 59

入院患者総数はTable2に 示す如く281例 で,前

年度の219例 に比し増加している.ま た,疾 患総数は

342で前年度の239に 比し増加している.主 要疾患別頻

度はTable13に 示す如 くである.主 要疾患別にそ

の患者数を観察すると,尿 路結石疾,尿 路性器腫瘍,

性的疾患,そ の他の疾患等では増加しているが,性 病

及び尿路性器結核症等では減少している.し かしなが

ら,こ れをその百分率について観察すると,尿 路性器

腫瘍,性 的疾患,そ の他の疾患の3者 のみが 実際 に

は増加し,こ れら3老 以外の疾患はすべて前年度より

Table14.(b) OtherDiseasesofthe
LowerUrinaryTract

No.ofCases

Cystitis

VesicalDiverticulum

Urethritis

Others

23

4

5

2

Talto 34
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Table14.(c)OtherDiseasesofthePhimosis

601

4
GenitalTract

Others

No.ofCases

4

TotaI 55

Prostatitis

SeminalVesiculitis

Hematospermia

Varicocele

Hydrocele

AcuteEpididymitis

RetentioTestis

InjuriesoftheTestis

5

1

8

5

8

4

9

5

全症等について,精 密検査の必要上入院せしめたもの

で,少 数の人工受精例もこの中に包括されている.

その他の疲患を,上 部尿路疾患,下 部尿路疾患,性

器疾患の3つ に 分類し,そ れ ぞれTable14(a) ,

(b),(c)に その主な疾患を表示した.

V手 術術式及び麻 酔方法

主な手術術式はTable15に 示す如くで ある.手

術総数 は215回 で,191例 に施行した.前 年度と同様

Table15.NumberandMethodofOperations

Kidney

Ureter

Bladder

Urethra

Prostate

Penisand

ScrotalContents

SeminalVesicles
andVasDeferens

Miscellaneous

MethodofOperation No.of

Cases
Total

Nephrectomy

Nephropexy

Nephrolithotomy

Pyelolithotomy

15

2

2

1

「

t
「

20

Ureterolithotomy

Ureteroplasty(UreterOneocyStostomy)

UreterOCUtaneOStOmy

PartialCystectomy

Cystolithotomy

TransurethralCoagulation

Urethroplasty

18

3

1

4

8

13

22

25

2 2

「Prostatectomy

Prostatolithotomy

TransuerthralIncision

8

1

17

Orchiectomy

Orchiopexy

Hydrocelectomy

Varicocelectomy

Spermatocelectomy

RadicalPenectomy

Epididymectomy

Circumcision

[

14

7

4

2

2

2

15

35

SeminalVesiculectomy

LithotomyoftheEjaculatoryDuct

AnastomosisoftheSeminalTract

2

1

3

9

26

i 82

29

9

Total
215
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Table16,AnesthesiaofOperation

MethodofAnethesia

GeneralAnesthesia

LocalAnesthesia

IntratrachealAnesthesia

OpenDropAnesthesia

IntravenousAnesthesia

SpinalAnesthesia(H)

SpinalAnesthesia(L)

SacralAnesthesia

InfiltrationAnesthesia

No.of
Cases

Total

24

1

1

74

1

37

フ5

26

187

Total 213

に尿路結石症に対する切石術が多い 前立腺別除術は

恥骨後式である.精 路 復元術は精管 精管吻合術2

例,精 管 ・副睾丸移植術1例 がその内訳である.

なお,睾 丸及び前立腺生検法はこの表中には含まれ

ていない.

麻酔方法を分類すれば,Table16に 示す如くであ

る.膀 胱鏡検査その他に対する尿道粘膜麻酔主に局麻

含ゼリー剤は除外した.

w.結 語

例年の如 く,昭 和37年 度 における大阪医大,

泌 尿 器 科 外 来 及 び 入 院 患 者 に 対 す る 臨 床 的 統 計

を 集 計 し た.
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